
1 基本情報
(1) 総合計画体系

(2) 政策の概要（当年度（2024年度）実施内容）

予算
決算

年間経費(予算又は決算+A+B)

3 政策指標の状況

4 前年度（2023年度）政策評価
(1) 前年度（2023年度）実施内容

(2) 政策評価（政策の進捗及び課題）
＜進捗＞ 計画通り
・施設・設備の適切な管理運営により、美術品を適切な環境下で保存・展示するとともに良好な鑑賞環境を保つ
ことができた。また、作品の計画的な燻蒸や安全な移動・修繕等、収蔵品管理システムによる適切な作品管理に
努めることができた。
・2023年度に開催した3展覧会においては、7万人超の来館者があり、来場者アンケートでも90％の方が満足との
回答を得られたことからも、初めて美術館に来館される方から美術愛好家まで、幅広い方に満足いただけた。
・来場者アンケートでは施設満足度が77％あり、今後も適切な施設管理に努めていく。

実績

・清掃や空調機器等の保守点検など、施設・設備を適切に維持管理し、安全かつ良好な美術館環境を保つこと
ができた。
・作品燻蒸や修繕、収蔵品管理システム等により、館蔵品を適切に保存・管理することができた。
・企画展3本、市展・館蔵品展等の展覧会を企画・開催し、優れた美術作品の鑑賞機会を提供できた。また、地域
ゆかりの作家・作品の調査・研究に取り組み、その成果を作品解説や講演会、図録の発刊を通じて市民の知識
の涵養、美術・文化の振興に貢献できた。

目標

60

実績 83 89 78 74 77
施設の満足度（来場者アンケート） ％

目標 50 60 60

2022 2023

展覧会入場者の満足度（来場者アンケート） ％

政策指標 単位

60 60

2024

80 80 80

実績 95 94 82 80 90
目標 70 80 80

年度 2019 2020 2021

239,495 225,147 198,838 223,192 227,241 247,866

人件費（人工分）（B） 75,600 75,600 75,600 59,080 59,360 65,800

人件費(報酬等)（A）

2 政策コストの状況（千円） 2019 2020 2021 2022 2023

163,895 149,547 123,238 164,112 167,881

2024

181,025 162,848 130,322 169,078 197,671 182,066

市民の芸術文化活動を促進するため、市民文化の創造拠点を担うとともに、優れた美術作品や館蔵品の鑑賞機
会を提供するなど、多様なニーズに応えることができる美術館の事業の充実を図る。

(3) 関連するSDGsのゴール
④教育

政策シート 政策名 08 美術館の魅力の創出

2024年度
（管理番号）

（担当課）
08 01 000633000 美術館

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）
06 01 飯室　仁志 2024.7.1

理想の姿
（30年後）

◆創造都市を実現し、音楽の都として世界から注目されている。

政策の柱
（10年後）

　基本政策 01 感動のある生活、歴史・文化・スポーツによる豊かさの創造

予算費目名 01 美術館費

　分野 06 文化・生涯学習

◆音楽などの芸術をきっかけとして新たな文化や産業が創出されている。
◆多様な歴史・文化による豊かさやスポーツによる喜びを市民が実感している。



2024年度
（管理番号）

（担当課）
08 01 000633000 美術館

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）
06 01 飯室　仁志 2024.7.1

◇政策実現のために実施する事業一覧

○ ○

○ ○

○ ○

－

－

－

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800 

1.0247,866 182,066 9.0

25

計

24

21

20

17

16

13

12

9

8

5 美術館デジタル運営経費 1,905 1,205 0.1

2

4 美術館資料購入基金積立金 2,041 1,341 0.1

1 美術館運営事業 77,866 47,206 4.1 0.7

美術館展覧会開催事業 78,192 54,112 3.4

事業名
総
合
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h)

会計年度
（人事課）

0.1

3
秋野不矩美術館管理運営事
業

86,127 77,447 1.2 0.1

0.1 0.1

7

6
美術館運営経費（一般諸経費
のみ）

1,735 755

11
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15

14

19

18

23
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1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

目標 温湿度管理 温湿度管理

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

温湿度管理 温湿度管理 温湿度管理 温湿度管理

実績 達成 達成 達成 達成 達成

0.5 0.5 0.5 0.7
再任用(26h)

30,660

人工

正規 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 4.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 25,900 25,900 25,900 25,900 25,900

会計年度任用職員(人事課予算) 0.5 0.5

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

9,852 4,522 4,431
一般財源 23,605 27,939 26,637 28,764 32,502 42,775
その他 6,004 4,264 4,480
市債

国・県支出 6,781

32,211 33,989

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

40,117 47,206
決算 29,609 38,984 31,117 33,030 37,024

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

・国内外の優れた作品や館蔵品を鑑賞できる環境づくりを続けることで、美術との出会いの
場を提供し続けるとともに美術の知識を深めることができる。

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-2(2)イ

事業シート （事業名） 01 美術館運営事業

2024年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策

77,866年間経費(予算又は決算+A+B) 55,509 64,884 57,017 58,930 62,924

美術館 飯室　仁志 2024.7.1

1971 － 一般会計 自治事務（その他） 博物館法

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

美術館施設・設備を適切に維持管理し、良好な美術館環境を保ち、適切な美術館運営を図る。
美術館資料の収集及び館蔵品の適切な保存管理を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

指標名称

空調設備整備工事の実施による温湿度管
理

予算費目 所属コード

(4) 関連するSDGsのゴール
④教育

事業費(千円)
予算 35,278 44,217

目標



2024年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策

美術館 飯室　仁志 2024.7.1
予算費目 所属コード

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

・美術館運営についての考え方による運営を推進していく。
・来館者にとって快適な鑑賞や憩いの場となるようサービス向上に努め、市民ニーズに対応した環境整備に取り組む。
・良好な美術館環境を維持できるよう適切に施設管理していくとともに、収蔵品管理システムの付加機能を活かし、インター
ネットによる収蔵品情報の公開など時代に対応した取り組みを行っていく。

○美術館維持管理事業
　　・快適な美術鑑賞の場を提供するほか、適切な施設管理に努める。

○美術館資料収集保存事業
　　・収蔵品の保全・保存を図るための修復や額装
　　・絵画、掛け軸等の修繕
　　・収蔵資料研究のための解読調査
　　・収蔵品の調査整理のための撮影

・設備機器の管理を行いながら良好な美術館環境を維持管理できた。
・寄贈相談のあった作品について調査・研究を行い、多様な寄贈作品を受け入れた。今後も継続していく。

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費 現状 人工 現状

○美術館維持管理事業
　　・施設の清掃、警備、くん蒸、消防・空調設備等の維持管理等

○美術館資料収集保存事業
　　・収蔵品の保全・保存を図るための修繕
　　・収蔵品管理システムの活用
　　・寄贈作品の調査及び収蔵品の受け入れ

指標の達成度 計画通り
○美術館維持管理事業
　機器類の適切な管理運営により、美術品を適切な温湿度管理下で保存・展示することができるとともに、作品の計画的な燻蒸や安全移動
など、良好な美術館環境を提供することができた。
○美術館資料収集保存事業
　寄贈作品の相談・調査・研究を行い、寄贈作品16点を受け入れた。

大項目 現状 小項目 現状 現状 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

目標

実績

市展応募作品数（点）

館蔵品展観覧者数(人）
2,000

実績 1,590 1,825 1,254 2,227 2,784

2,000 2,000 2,000

目標

実績

目標 2,000 2,000

350 350 350 350

実績 273 315 285 304 315

目標 350 350

目標 83,000 85,000 85,000 85,000 85,000
展覧会観覧者数（人）

85,000

実績 174,622 65,081 82,620 78,159 129,491

78,192

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 73,945 87,104 66,712 75,992 75,949

指標名称
2024
(R6)

0.5 0.5 0.5 0.3 0.5 0.1
再任用(26h)

24,080

人工

正規 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.4
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 25,900 25,900 25,900 25,340 25,900

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

36,232 55,322 28,334
一般財源 -2,448 42,130 -4,278 14,234 -5,273 25,778
その他 50,493 19,074 43,421
市債

国・県支出 1,669

63,670 54,112
決算 48,045 61,204 40,812 50,652 50,049

事業費(千円)
予算 56,825 65,082 42,027 54,430

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

・国内外の優れた作品を鑑賞できる環境や教育普及活動により、美術との出会いの場を広
げるとともに美術の知識を深めることができる。
・優れた館蔵品の研究を進めるとともに後世に残し、つなげる。

(4) 関連するSDGsのゴール
④教育

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-2(2)イ

飯室　仁志 2024.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

市民に優れた美術作品及び館蔵品の鑑賞機会を提供し、市民の芸術文化の向上を図るとともに、「創造都市・浜
松」の実現に寄与する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1971 － 一般会計 自治事務（その他） 博物館法

事業シート （事業名） 02 美術館展覧会開催事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 02
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館



飯室　仁志 2024.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 02
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

・2023年度に実施した観覧料、物販のキャッシュレス決済を全展覧会に導入する。
・美術館HPをリニューアルし、XやInstagramには掲載できない情報の充実を図り、さまざまな情報を提供をしてい
く。

○平常展開催事業
　　・市展（2025.2.22～3.26）
○企画展開催事業
　　・浜松ゆかりの洋画展・ひっぱりだこ展（2024.4.13～6.2）
　　・小杉コレクション展（2024.10.12～12.15）
○企画展開催事業
　　・７人のミューズ展（2024.6.22～9.15）

・チラシ・ポスター等の配布個所など、展覧会の周知方法を見直した。
・紙媒体だけでなく、ＳＮＳ等による情報発信を積極的に行った。
・観覧料、物販収入において現金以外にもカード等キャッシュレス決済を一部の展覧会で導入した。

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費 現状 人工 現状

○平常展開催事業
　　・市展（2024.2.10～3.13）
○企画展開催事業
　　・みほとけのキセキⅡ(2023.10.14～12.3）
○特別展開催事業
　　・北斎展(2023.4.22～6.11）、新・山本二三展(2023.7.8～9.10）
○教育普及事業
　　・ギャラリートーク、ワークショップ、講演会　など　　・教員向け研修、博物館実習
　　・出前講座　　・子どもの市展　　・展覧会図録の刊行　　・美術館年報の作成

指標の達成度 進んでいる
・「北斎展」は人気の作家展であり、目標来館者数を少し下回ったが、13,827人が来館した。
・夏の「新・山本二三展」は、ジブリ作品が好評を博し、目標を大きく上回る42,809人の来館者にとどまった。
・「みほとけのキセキⅡ」は、前回が好評となっていたため目標を高めに設定したが、13,819人の来館者にとどまっ
た。
・新型コロナウイルスの規制も明け、目標値を上回る来館者数となった。

コロナウイルス感染症による自粛解除。

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 03 秋野不矩美術館管理運営事業

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 03
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館 飯室　仁志 2024.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

秋野不矩美術館の管理運営に指定管理者制度を導入する。秋野不矩美術館の維持管理を行い、所蔵品展及び
特別展を開催する。文化勲章受章者である日本画家秋野不矩の業績と秋野不矩を取り巻く日本画家の作品を紹
介。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2022 － 一般会計 自治事務（その他） 博物館法、地方自治法

総合戦略 ○ （施策） Ⅲ-2(2)イ

(4) 関連するSDGsのゴール
④教育

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

安全で快適な観覧環境の整備に努め、良質な展覧会を企画・運営し市民への教育普及に
努める。

事業費(千円)
予算 86,613 51,259 51,194 77,774

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

90,172 77,447
決算 84,100 47,299 46,492 77,736 77,205

66,360
その他 5,034 6,476 11,647
市債

国・県支出 4,195

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

16,109 24,579 11,087
一般財源 79,066 40,823 30,650 61,627 52,626

8,680

人工

正規 3.0 3.0 3.0 0.3 0.3 1.2
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 23,800 23,800 23,800 2,380 2,380

会計年度任用職員(人事課予算) 1.0 1.0 1.0 0.1 0.1 0.1
再任用(26h)

86,127

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 107,900 71,099 70,292 80,116 79,585

指標名称

12,968 7,181 7,898

2024
(R6)

特別展観覧者数（人）

目標 7,000 7,000 10,000 10,000 10,000
所蔵品展観覧者数(人）

10,000

12,000 20,000 20,000 20,000

7,660 13,937 14,296

実績 6,886 7,520

実績 5,358 6,960

目標 6,000 12,000

実績

目標

実績

目標

目標

実績



2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 03
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館 飯室　仁志 2024.7.1

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

人工 現状
2022年度から指定管理者施設制度を導入。
生誕120年に向けて、不矩の人物像や作品の調査研究をさらに深め、新たな価値の創出につなげる。

・協定に沿った開催数及び日数の館蔵品展、特別展をコンセプトに基づき行う。
・不矩作品を所蔵する美術館などとの連携を積極的に行い、展覧会の質の向上と美術館同士のネットワークの構
築を図る。
・全国展開している雑誌や配信サイトの積極的な活用やHP、X、Instagramなども活用して勧誘を諮る。

本年度から指定管理者施設制度導入する施設である。
○所蔵品展開催事業
　本館所蔵作品を中心に秋野不矩の業績を広く紹介する所蔵品展を年５回開催する。
○特別展開催事業
　秋野不矩を取り巻く日本画家の作品を紹介し、現代日本画壇における秋野芸術の理解を深めるため特別展を
年３回開催する。

市展管理者の業務運営を指導する。

指標の達成度 計画通り
・所蔵品展を138日間開催し、7,898人の来館者に秋野不矩の作品、業績を広く紹介した。
・特別展は「秋野不矩・金子富之が描くアジアの神々」「加山又造と継承者たち」「上村松篁が描く万葉の世界「額
田女王」挿絵原画展」の3回実施し、121日間の開催期間で14,832人の来館者に、秋野不矩を取り巻く作家たちの
作品を紹介することで、秋野不矩作品に対する理解を深めることができた。

コロナウイルス感染症による自粛解除。

大項目 現状 小項目 現状 現状 事業費 現状 人工 現状
2022年度から指定管理者施設制度を導入。
・指定管理者との協定に基づく開催日数及び不矩に関する展覧会の実施並びに調査・研究を行った。

大項目 現状 小項目 現状 現状 事業費 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

目標

実績

実績

目標

実績

目標

実績

目標

目標 1 1 1 1 1
篤志家等からの寄附金積立（件数）

1

実績 0 0 0 0 1

2,041

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 1,345 1,392 2,111 1,526 2,491

指標名称
2024
(R6)

再任用(26h)

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

826 1,791 1,341
一般財源
その他 1,345 1,392 2,111
市債

国・県支出

1,791 1,341
決算 1,345 1,392 2,111 826 1,791

事業費(千円)
予算 1,345 1,392 2,111 926

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

近現代美術の流れを展望できる優れた作品や郷土に関係のある優れた作品などを収集
し、調査研究を行い、後世に残していく。

(4) 関連するSDGsのゴール
④教育

総合戦略 － （施策）

飯室　仁志 2024.7.1

主要事業 ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

基金の利息や寄附金を美術館資料購入基金へ積み立てる。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1974 － 一般会計 自治事務（その他） 浜松市美術館資料購入基金に関する条例

事業シート （事業名） 04 美術館資料購入基金積立金　　　　

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 04
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館



飯室　仁志 2024.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 04
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

・篤志家の積み立て及び運用利息の積み立てを行う。

・篤志家等からの寄附金を美術館資料購入基金へ積み立てる。
・美術館資料購入基金の運用利息を基金へ積み立てる。
・引き続き寄附金の案内をホームページで行う。

・篤志家の積み立て及び運用利息の積み立てを行った。

大項目 現状 小項目 現状 現状 事業費 現状 人工 現状

・篤志家等からの寄附金を美術館資料購入基金へ積み立てる。
・美術館資料購入基金の運用利息を基金へ積み立てる。

指標の達成度 計画通り
美術館資料購入基金への寄附が１件あった。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

目標

実績

実績

目標

実績

目標

実績

目標

目標 設置 入館者数把握 入館者数把握ピープルカウンター設置により混雑状況を把
握し、状況に応じて入館制限。

入館者数把握

実績 設置 達成 達成

1,905

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 1,823 2,158 1,876

指標名称
2024
(R6)

0.1
再任用(26h)

700

人工

正規 0.1 0.1 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 980 700

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金
一般財源 1,023 776 1,176 1,205
その他
市債

国・県支出 800 402

1,180 1,205
決算 1,823 1,178 1,176

事業費(千円)
予算 1,833 1,204

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

(4) 関連するSDGsのゴール

総合戦略 － （施策）

飯室　仁志 2024.7.1

主要事業 ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

クラウド型収蔵品管理システムを導入したことにより、収蔵品の効率的管理や収蔵品データの公開など収蔵品情
報の汎用性を高め市民サービスに繋げる。
感染症対策として館内の混雑状況を回避するために、自動で混雑状況を把握・案内し入場制限を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

2021 －

事業シート （事業名） 05 美術館デジタル運営経費

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 05
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館



飯室　仁志 2024.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 05
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

館内滞在者の状況把握とリアルタイムによる混雑状況のお知らせを行う。

・館内滞在者の状況把握とリアルタイムによる混雑状況のお知らせを行う。

館内滞在者の状況把握とリアルタイムによる混雑状況のお知らせを行った。

大項目 現状 小項目 現状 現状 事業費 現状 人工 現状

ピープルカウンターを活用し、入館者の混雑状況の把握に努める。

指標の達成度 計画通り
ピープルカウンターを設置し館内滞在者の状況把握を可能になったため、リアルタイムに混雑状況をインターネッ
トでお知らせでき、状況にあわせた入館管理ができた。

コロナウイルス感染症による自粛解除。

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2024：総合戦略・基本計画最終年度）

目標

実績

実績

目標

実績

目標

実績

目標

目標

実績

1,735

総合戦略
施策体系 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 796 668 883 4,470 4,416

指標名称
2024
(R6)

0.1 0.1 0.1
再任用(26h)

980

人工

正規 0.5 0.5 0.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 3,780 3,780

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金
一般財源 796 668 883 690 636 755
その他
市債

国・県支出

741 755
決算 796 668 883 690 636

事業費(千円)
予算 964 898 946 755

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

(4) 関連するSDGsのゴール

総合戦略 － （施策）

飯室　仁志 2024.7.1

主要事業 ※「総合戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

美術館の一般事務に要する経費

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

事業シート （事業名） 06 美術館運営経費（一般諸経費のみ）

2024年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 06
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館



飯室　仁志 2024.7.1
2024年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
06 01 08 01 000633000 06
分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

美術館

4 前年度（2023年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2023年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2023年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2024年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2024年度）事業実施内容（Plan）

大項目 小項目 事業費 人工

指標の達成度

大項目 小項目 事業費 人工


